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特

輯
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の

刊

行

際

し

て教

授

板

沢

武

雄

法
政
大
学
史
学
会
は
機
関
誌
と
し
て
昭
和
二
十
五
年
九
月
以
来
「
法
政
大
学
史
学
会
々
報
」
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
回
第
六

号
を
出
ず
に
当
っ
て
誌
名
を
「
法
政
史
学
」
と
改
め
、
改
題
の
初
号
を
本
会
の
生
み
の
親
で
あ
わ
育
て
の
親
で
あ
る
会
長
藤
井
甚
太
郎
先

生
古
稀
祝
賀
記
念
誌
と
し
て
特
朝
刊
行
す
る
と
と
と
友
っ
た
。
借
越
で
は
あ
る
が
、
関
係
職
員
中
会
長
に
次
ぐ
年
長
者
の
故
を
以
て
、
い

さ
さ
か
申
し
述
べ
さ
し
て
い
た
だ
く
。

藤
井
先
生
は
旧
黒
田
藩
の
名
門
に
生
れ
東
大
国
史
学
科
を
卒
業
、
多
年
瀧
沢
家
の
徳
川
慶
喜
公
伝
及
び
文
部
省
の
維
新
史
料
の
編
纂
事

業
に
従
事
せ
ら
れ
て
、
維
新
史
明
治
史
の
権
威
と
し
て
重
き
を
友
し
、
京
大
・
九
大
・
東
北
大
等
諸
大
学
の
講
撹
に
立
た
れ
、
現
に
本
学

文
学
部
史
学
科
主
任
教
授
、
実
践
女
子
大
学
教
授
、
日
本
歴
史
地
理
学
会
k

長
、
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
理
事
等
の
要
職
に

b
p、

公
私
共
K
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活
動
せ
ら
れ
て
い
る
と
と
は
、
改
め
て
申
す
ま
で
も
友
い
と

と
ぜ
あ
る
。

特
に
わ
が
法
政
大
学
の
史
学
科

と
史
学
会
と
は
名
実
共
に
先
生
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
を
確
立
さ
れ
て
今
日
に
至
り
、
且
つ
先
生
あ
る
に
よ
っ
て
前
途
に
多
大
の
光
明
そ
期

待
し
つ

L
あ
る
の
で
あ
る
。

と
の
藤
井
先
生
は
本
年
三
月
二
十
五
日
を
も
っ
て
穿
出
母
、
古
稀
の

誇
ヂ
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
御
承
知
の
通
り
頗
る
御
健
康

で
、
御
活
動
ぶ
り
も
批
点
引
を
凌
ぐ
も
の
が
あ
る
の
で
、
古
稀
の
御
闘
た
ど
と
h
M

年
寄
扱
い
申
上
げ
る
の
は
如
何
か
と
も
考
え
た
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
実
は
還
暦
の
時
に
既
に
有
志
の
間
に
間
資
の
計
画
が
あ
っ
た
に
か
L
わ
ら
や
、
戦
争
の
た
め
に
治
流
れ
に
な
っ
た
と
い

う
事
情
も
あ
る
の
で
、
今
回
は
是
非
大
k

的
に
先
生
の
古
稀
の
詩
を
ゐ
闘
い
し
て
、
今
後
益
K

ゐ
元
気
で
御
情
動
を
会
願
い
し
よ
う
で
は

な
い
か
と
関
係
有
志
の
閣
で
忽
ち
議
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
/
¥
法
政
史
学
科
の
関
係
者
と
し
て
は
先
生
の
学
思
の
万
一
に
報

特
務
号
到
の
行
に
際
し
て
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特
鵠
号
の
司
行
に
際
し
て

い
る
好
機
会
で
る
る
の
で
、
進
ん
で
藤
井
甚
太
郎
先
生
古
稀
腕
賀
会
の
事
務
一
切
を
本
学
史
学
研
究
室
で
ゐ
引
受
け
し
、
発
起
人
各
位
の

御
指
導
御
支
援
d
.も
と
に
着
k

会
務
を
進
め
、
五
月
二
十
四
日
新
緑
の
日
曜
を
卜
し
て
上
野
精
養
軒
で
先
生
令
夫
人
令
息
を
御
招
待
申
し

上
げ
て
盛
大
な
祝
賀
晩
餐
会
を
催
し
、
席
上
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
た
が
、
万
事
友
ご
や
か
に
少
し
の
無
理
も
な
く
予
期
以
上
の
成
果
を

あ
げ
る
と
と
が
出
来
て
、
今
夏
の
如
く
先
生
の
学
徳
に
対
し
て
傘
敬
の
念
を
新
た
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

さ
て
右
の
腕
賀
会
と
は
別
に
、
法
政
大
学
史
学
会
主
催
で
、
五
万
二
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
本
学
学
生
ホ

I
ル
で
、
藤
井
会
長
古
稀
祝

賀
記
念
と
し
て
先
生
御
専
門
の
一
分
野
で
あ
る
「
明
治
変
化
」
公
開
講
演
会
を
催
し
た
。
本
会
が
毎
年
秋
に
聞
い
て
い
た
公
開
講
演
会
を

今
年
特
に
春
に
繰

b
上
げ
た
の
で
あ
る
。

藤
井
先
生
は
「
明
治
初
期
に
於
け
る
日
米
文
化
交
渉
」
に
つ
い
て
、
木
村
毅
先
生
は
「
明
治
政
治
史
に
対
ナ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヲ
シ
ン
ト

シ
の
影
響
」
に
つ
い
て
、
本
学
総
長
大
内
兵
衛
先
生
は
「
科
学
史
に
於
け
る
時
代
区
分
」
に
つ
い
て
、
隈
元
議
次
郎
先
生
は
「
明
治
の
美
術
」

に
つ
い
て
夫
k

有
益
且
つ
興
味
深
い
御
講
演
を
-な
さ
れ
、
聴
衆
ま
た
堂
に
溢
れ
る
盛
況
で
る
っ
た
。
と
の
時
の
速
記
と
依
頼
原
稿
と
を
も

っ
て
単
行
本
を
刊
行
し
た
い
計
画
で
あ
っ
た
が
、
都
合
に
よ
-P
本
特
輯
号
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
改
題
の
初
号
が
諸
先
生
の
堂
k

た
る
玉

稿
を
も
っ
て
飾
ら
れ
た
と
と
は
、
本
誌
の
前
途
を
祝
福
す
る
に
足
b
る
と
存
じ
、
感
謝
に
堪
え
な
い
。

終
り
に
の
ぞ
み
、
藤
井
先
生
の
御
健
康
を
腕
す
る
と
共
に
、
総
長
大
内
先
生
文
学
部
長
谷
川
先
生
を
は
じ
め
.
本
学
当
局
の
諸
先
生
の
本

会
に
た
寄
せ
下
さ
っ
た
御
厚
情
に
対
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。


